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   Rowatinex were used in the twenty-four cases of urolithiasis and obtained results as 
 follows: 
   1. In eighteen cases (75%), Rowatinex showed effective for urolithiasis. Spontaneous 
excretion of calculi were seen in fourteen cases (58.3) of them and descending of calculi 
were observed by plain film in four cases (16.9%) of them. Six cases (25%) did not 
respond to Rowatinex therapy. 
   2. Improvementof the subjective symptoms following Rowatinex therapy were seen 
in twenty-one cases (87.5%). 
   3. Expelled calculi were all smaller than 0.8 cm in their diameter. 
   4. Rowatinex is recommended not only for the dissolution and acceleration of dis-















Rowatinexの 組 成 及 び 薬 理 作 用
RQwatinexの含有 成 分は 第1表 に 示 す 如 く数 種 の
揮 発 油 か らな り溶 剤 とし て は オ リー ブ油 を 使 用 し てい
る.









































































眼的血尿を認めた.一 時軽快 したが時々癌痛発作あ り
血尿を伴つた。


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































を使用 し結石 の完全排 出を見 た もの14例(58.3
%)結 石の下降 を見,将 来 完全排 出の可能性 の
あ るもの4例(16.7%)計18例(75.0%)の有
効成 績を得た.結 石が原位置 の まま動 か ない無
効例 は6例(250/o)でこの中3例 は腎結石,残
りの3例 は尿管結石で何れ も腎杯 或は尿管に嵌
頓 していた症例 で ある.Rowatinex投与に よ
り自覚症状 の 消失せ る ものは24例中21例 で,
87.5%である.結 石排 出例14例中2例 はRow
atillexのみを使 用 した もので残 りの12例はヘ
サ チ ラ ミン注 或は ブス コパン を 併用 した.
Rowatinex投与か ら結石 の 下降 を認 める迄 の
期 間は1週 間以内が7例,2週 間以内が5例,
3週 間以上が2例 で2週 間 以内に結石が下降 し
てい るのが14例中12例(85.7%)であ る.又
Rowatinex投与か ら結石排 出迄 の期 間は1週
間以内2例,2週 間以内7例,3週 間以内2
例,3週 間以上が3例 である.Rowatinex投
与後2週 間以内に結石 の排 出を見てい るのは14
例 中9例(64.3%)で,3週 間以内に排出 して
いるのは11例(78.6%)である.
Rowatillexの尿路結石症 に対す る治療成績
は散 見 され るが本 邦 では古野等 は11例中9例,
長谷 川は12例中8例,二 本 杉は2例 中1例 に結
石 の排出を認 めて いる.荻 野は11例中7例 著
効,森 は3例 中1例 有効 とい う成 績を報告 して
いる.又Urbainskiは22例に,Przemeごkは
3例 の 腎結 石に,Izarは 腎結石 の3例 に
Rowatinexを投与 し結石 の排 出或 は レ線検査
に よる結石陰影消 失を報告 して いる.我 々の24
例の使用成績 では18例(75%)に結石 の下降乃
至は排出 を認 めている 以上 の如 くRowatinex
内服 は結石の排 出を促進す るのに有効 な薬剤 で
あると思考 され る。 又Rowatinexの結石溶
解に関 しては二本杉 は2例 中1例 に結石像 の縮
小を認 め,古 野は動物実験 にてRowatinex投
与動物に おいては非投 与動 物に比べ て尿 中グル
ク ロン酸 の増加傾 向を認め,結 石形成 を抑制 す
る事を報告 し臨床的 には 自然排 出 した3例 の結
石は縮小 しもろ くなつ てい る所か らRowatin
exに は結石を溶解縮小 させ 排出を促進 する作
用が あると推定 してい る.こ れ らの成 績 よ り
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Rowatinexには結石 を溶 解す る作 用が あるも
の と思考 され る。Rowatinexの内服 に よる結
石の排出は極 めて良好 な成 績が報 告 され てい る
が,す べ ての結石 に適 用す るか否か は 疑 は し
く,結 石 の大小,性 状,外 見,位 置,尿 管腔特
に生理的狭窄部 の管腔 の大 さ尿 管筋 の収 縮力 の
強弱等に よつて左右 され る ことは言 を 侯 た な
い.我 々の自然排 出を見た14例の結 石の大 さは
何れ も長 さ0.9cm以下 である.0.8～1.Ocm
迄の結石 は比較的,自 然排 出 し易い ことは諸家
の意見 の一致す る所で,そ れ 以上大 きい結石 は
尿管 の生理的狭窄部に嵌頓 し易 く自然排 出が比
較的難 しい.
Rowatinex内服 に よる 自覚症状 の改 善は24
例中21例(87.5%)に見 られ た.こ れは テル ペ
ン製剤の局所充血,殺 菌消 炎,鎮 痙,利 尿,リ
ポイ ド溶解等の作用が綜 合的 に作 用 し,短 時 日
内に於 ける症状 の改 善を見た もの と思われ る.
しか しRowatinex治療 に際 し結石 が 下降す
る際に疵痛 を訴 えた症例 も2,3例 見 られたが
これ らの痺痛度は何れ もRowatinex使用前 よ
りも軽度 であつた.Rowatinexの投 与方法 は
通常1回2～3滴 を1日4～5回 継続 させ る
が,疹 痛 の程度 に よ り適宜増減 す る.我 々は1
日16滴を4回 に分服(1例 は12滴を4回 分服)
結石排出迄継続 させた.副 作用 としては本剤に
は特有 の臭気 があ るが砂糖,パ ン・ 或 はジ ユ
ース等 と一 しよに内服すれば さほ ど苦に ならな
い.我 々は24例中1例 に 胃腸障碍 を認 めたのみ
で,そ の他特に副作 用 として取 り上 げる ものは
見 当らず 又長期連 用に対 して も特 に障碍 は認
め られ なかつ た,
Rowatinexの結 石予防 に対 してはGeinitz
が50匹の ラツテを使 用 し結石を形成 し易 い食餌
にて 飼育 しRowatinexの 効果 を 実験 し,
Rowatinex投与群 では36%に 全 く結石 を生 じ
なかつたが非投与群 では72%に著明 な結石形 成
が見 られ た と報告 している.我 々はRowatinex
に よ り自然 排出 を来 した患者に対 し結石 排出後
もRowatinexを継続内服 させRowatinex




を使 用 し結石 の完全 排出14例(58.3%),結石
の下 降4例(16.9%)計18例(75%)の 有効 成
績 を得 た.結 石が原位置 の まま動か ない無効例
は6例(250/o)であつ た.
2.Rowatillex投与 によ り自覚症 状の消失
せ るものは24例中21例(87.50/。)であつた.
3.Rowatinex投与か ら結石下 降を認め る
迄の期間 は1週 以内7例,2週 以内5例,3週
以上が2例 で2週 以内 に結石が下降 してい るの
が14例中12例(85.7%)であつた.
4.Rowatillex投与か ら結石排 出迄 の期 間
は1週 以内2例,2週 以内7例,3週 以内2
例,3週 以上3例 で2週 以内 に結石 の排出を見
てい るのは9例(64.3%)で3週 以内 に排出
しているのは11例(78.6%)であつ た.
5.自 然 排出せ る結石の大 さは何 れ も 長 さ
0.9cm以下であつた.
6.Rowatinexは結 石の溶 解排出のみ なら
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第12図 症 例3Rowatinex投与後9日 目
に 自然排 出 せ る結石











内 服 に よ る 結 石 症 の 根 本 療 法
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